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研究成果の概要（和文）： 

タイ国南部のマングローブ林において、マングローブ林の構造が生物多様性に及ぼす機能

を詳細に調査し、マングローブの消失が沿岸域の環境および魚類相に与える影響を明らか

にした。また、カンボジア・トンレサップ湖では、魚類の遺伝的集団構造を明らかにする

とともに、主要な魚種について、近年の、資源変動を解析した。その結果、漁獲圧の増加

による資源の変動が明らかになり、その背景には、農業の不振と農業を代替する産業が存

在しないために生ずる、没落農民の漁民化があることが示された。ラオスでは餌料の面か

ら粗放的養殖の生産メカニズムを明らかにし、種苗生産時の水生昆虫による食害の実態を

明らかにした。ベトナムでは、海水遡上と農業システムの関係を明らかにするとともに、

複合養殖の 1 要素としての施肥業魚が、地域の衛生環境に与える影響を明らかにした。フ

ィリピンでは、沿岸漁業が過剰漁獲に至るプロセスを詳細に調査し、その背景に、流通網

の拡充があることをしめした。 

以上の結果より、地域共同体の結合が弱く、沿岸水産資源が地域の共有資源として強く意

識されていない地域では、外部からの資本・労働力の地域漁業への参入が容易であり、新

しい技術の導入を比較的速やかに行われる半面、地域資源の管理に対する意識が弱く、資

源や環境が崩壊しやすいことが示された。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Relationship between forest structures and biodiversity in mangrove ecosystem was 

surveyed, and impact of disappearance of mangrove forest on coastal fish assemblage 

was clarifies in South Thailand. Genetic structure and resource status of fish in Tonle 

Sap Lake in Cambodia were surveyed and recent changes in fish resource in the lake 

were clarified. Entry of marginal farmers to local fisheries was suspected be the cause 

of increase of fishing pressure. There exists slack of the rice production and absence of 

alternative job as the background of the entry. Production mechanism of extensive fish 

culture in Lao was studies from viewing point of feeding habit and feeding damage by 

aquatic insects was estimated. Relationship between salt intrusion and agriculture 

system and impact of fish culture as an element of integrated farming system on local 

hygienic environment was surveyed in Vietnam.  Process of disruption of local 
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fisheries resources was surveyed in Philippines and it was clarified that establishment 

of transportation system and increase of fish price caused the entry to the local 

fisheries from outside.  

Conclusively, the low intensive to the management of local resource in local 

communities where community spirits are weak sometime allows entry of capital, 

labor forth and technology from outside and cause the destruction of local resources.         
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研究分野：農学Ｂ 

科研費の分科・細目：水産学・水産学一般 

キーワード：漁業資源、地域資源、共同体、漁業管理システム、地域環境、生態系、 

１． 研究開始当初の背景 

東南アジア各地の沿岸および内水面で
水産資源および水圏環境の劣化が見ら
れる。これらの劣化が生ずる自然科学的
なメカニズムについて、すでに明らかに
なっているものも尐なくない。それにも
かかわらず、有効な対策が取られていな
い。その原因は、劣化の直接原因が生ず
るに至った過程が、総合的に分析されて
いないためだと考えられる。 

２． 研究の目的 

東南アジアの沿岸および内水面におい
て、資源・環境劣化に至った事例につい
て、漁業資源学、養殖学、環境学および
社会学的視点から、劣化に至る過程をそ
の背景を含めて調査し、劣化を防ぎ回復
を可能にするという視点から、劣化をま
なく主要な要因を抽出する。 

３． 研究の方法 

タイ南部（トラン県・ナコンシタマラー
ト県）, メコン川流域, 紅河流域、フィ
リピン・パナイ島バタン湾について，水
産資源，環境の現状を把握するとともに，
それらの資源・環境に依存し．資源・環
境に影響を与えていると思われる資
源・環境利用の形態を特定する．その一
方で，集落の歴史，地域住民の生活と経
済状態，漁具・漁法，漁業・農業・流通
など産業の状態を調べ（漁村調査），地
域の資源・環境と，地域住民や地域社会

にとって，それらの利用が意味するとこ
ろを明らかにする．また，資源・環境に
過剰な圧迫を与えている資源・環境利用
の形態については，どのような必要から
そのような圧迫が生まれているのかを
解析する。さらに，それらを一般化して、
資源管理・環境管理システム崩壊の防除
および再構築について提案をおこなう 

 
４． 研究成果 
タイ南部における調査 

調査に先立ち、リポフシンの蓄積量か

らノコギリガザミの年齢を推定する方

法（雑誌論文７）、シオマネキの筋肉中

の安定同位体比から、養殖池からの排出

物の影響域を推定する方法（雑誌論文

９）を開発した。次に、分子生物学的手

法あるいは形態学的な手法により二種

のハゼ類（雑誌論文１１）、二種のキス

類（雑誌論文１５）のトラン県のシカオ

のマングローブシカオ水路における年

間出現パターンを明らかにし、パックパ

ナン湾のノコギリガザミの年齢構成し

らべ、成熟以前の個体が漁獲対象になっ

ていることを示した（雑誌論文３）。さ

らにシカオ水路では、林内の微小環境の

違いが多様な底生生物群集の形成に機

能していること（雑誌論文２）、マング

ローブの根の構造は小型の底生生物の



シェルターとしては機能していないこ

と（雑誌論文６）を示し、シカオ水路に

おけるマクロベントス手段の食物網を

明らかにした（雑誌論文１２）。最終的

には、パックパナン湾において、エビ養

殖池建設のためにマングローブ林を伐

採した地域の沿岸と、マングローブ林を

保全した地域の魚類生物相を比較して、

魚類生物相に明瞭な違いがあることを

示した(雑誌論文１)。 

カンボジアにおける調査 

メコン川下流域におけるナギナタナマ

ズ（雑誌論文１６）、キノボリウオ（雑

誌論文１７）などの集団構造を分子生物

学的手法により解析し、それらの分布拡

大過程を推測した。また、トンレサップ

湖周辺の漁獲量の記録を収集し、主要な

魚種の近年の資源量の変動を分析した

（雑誌論文８、２３）。その結果、資源

量が減尐しているのは、比較的価格の高

い肉食魚であることが明らかになり、そ

のことから、資源量減尐の主要な要因は

漁獲圧の上昇によるものと推論した。 

５． また、カンボジアの漁業制度の変遷を明

らかにするとともに（雑誌論文４）、ト

ンレサップ湖周辺の集落調査により、漁

民化した農民による漁獲が資源に大き

な圧迫を加えていること、農民の漁民化

の原因は、農業の不振に加えて、他に代

替する産業雇がないことが原因である

ことを明らかにした。（図書１） 

ラオスの調査 

粗放的養殖の実態調査を主として行っ

た。ラオスにおける粗放養殖池のティラ

ピアは主として底生性の動物を餌とし

ており、緑藻を中心とする植物プランク

トンには直接依存していないことを明

らかにした(雑誌論文２０)。また、ラオ

スの種苗生産の障害要因の一つであ

るコマツモムシによる稚魚食害の実

態を明らかにするとともに、捕食にか

かわる要因を明らかにし、光条件の重

要性を明らかにした（雑誌論文２２）。 

ベトナムの調査 

ベトナム・メコンデルタにおいて、海水

の遡上が農業形態の制約要因になって

いることを示した（雑誌論文１０）。複

合農業の一部として行われる人間や豚

のし尿を用いた施肥養魚が、天然魚を含

めた地域全体の汚染減となっており、地

域の肝吸虫感染症の原因となっている

ことを示した(雑誌論文５)  

フィリピンの調査 

パナイ島バタン湾において、近年のマン

グローブ林の減尐（雑誌論文１８）、漁

獲量の変遷（雑誌論文１４）を調査し、

バタン湾における過剰漁獲の直接原因

は小型定置網の急速な普及によること、

その小型定置網の普及の原因は、養殖業

の発展をきっかけとする流通網の充実

と魚価の上昇であることを明らかにし

た（雑誌論文２１）。さらに、地域資源

の管理に対するインセンンティブを作

りだす方法として、エビの放流事業を提

案し放流効果の追跡のために、標識法の

開発を行った（雑誌論文１９）。 
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